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奈良県下で発生し/_トマ トのアルターナ リア菫お病
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緒   言

1983年 6月 ,五 条市の露地およびビニルハウス栽
培 トマ トに ,地啄部の室枯れ症状と上位束に鎮死斑点を
生する病者が発生 した。発生地域は品種強力脚光栽を地
域に限られた力i`被 言は激甚であった。被害林からの病
原菌の分離ならびに再現試験の結果 ,本病害はスを■ぐ“″
力 ″伽 クr2によるものであること力ヽ明らかになった。
ス ″ 頚ヽ “確 に起囚す る トマ トの病“は、 1975

年にカ リフォルニアでR C cI。 観nザ たょって、
stem canter と して報告さておりぅ わ が国では 1977

骨督[暑 暑:岳 |↑ 贅富曾骨昏置骨1言 をを書;:を :,
露地作型およびファースト系統以外のトマトでの発生は,ゎ
が国で最初に確認されたものと思われる。このことからす

本県における本痴害の発生状況ならびに既との病害との

異同を調査し。防除対策に重点をおいた検討を行った。

1 発 生様相と病鮎

発売を認めた栽増品種は“
強力脚光

"て
キ聖は4月上

～中旬定植のビニルハウス栽培と,5月中旬定植の電地

裁培であった。初発生時期はビ‐ルハゥス栽培で5カ
中～下旬 ,露地殺培で6月上～中旬であった。

6月 下旬の調査で, 発肩林勲まビエルハゥス栽培で
90%以上の圃場があり、すでに枯死株が散見された。
露地栽培では40～50%で ,病 勢の進展が認められた。
病徴は地際部の茎枯れ症状とと～中位葉の黄化壊死

斑に分けられた。

1嵯 精れ症状  発 売部位は主として地際部で (第

1図),一 部長tL・誘引ひもや斗かきなどにより生じ
た傷からの発生も認められた (第2図)。 病徴は最初
黒褐色の小斑点で,後 に拡大して黒色不正形のやや陥
没した大型病斑となる。さらに拡大して病斑が地際部
をとりまくようになると、株全体がしおれついには村
死する。病抵部には分生胞子ならびに相色分岐した菌
スが確認されす菌糸は豊中央部まで侵入していた (第
9図 )。 また病■部から導省にそって,内 部に細菌病
様に暗綱色の条斑を生ずることがあり,進行すると表
面からも認めることができる (第4図)。

(2嘆の責化壊死tI状  茎 枯れ正状の発生した組↓の
上～中位葉にはす小型の強死重点を受全面に生じ (第
5図).後 に拡大 して枯死する。また症状が急速に進
行した場合と考えられるが,壊 死基点を生じ葉縁から
脱水VI状様に精死するものが認められた く第6図 )

2 病 原菌の分聡と再現成残
現地圃場か ら採取 した喜ぉょび葉の病斑部から菌

の分離を行 った。
i殺

菌した安全かみそりで病BL部と

健全部の境を切り取り,減菌水で数回洗浄した。ネ状

菌分離用として組織片を素寒天培地に置床 し、26℃条

■下で4～ 5日培養祇,伸 長してきた菌糸先端部を寒
天ごと切り取り分離した。綱菌分離用として組織片を
蔵菌した本ブトン水に1時間入れ、肉エキスを地に画
線し単ヨロニー分離した。その結果、地際部病なから

ネ状菌として ″物竹これ 幅菌が高頻度で分離 され,
4囲菌は3種類のもの力S分離された。業の病斑部からは

糸状菌は分離されすj細 繭は1猛類分離された。

現地裁培品種の強力脚光を本葉 5～ 6枚期まで育苗
し、 8月 2日に分離菌を有傷 ・無傷接種した。控題法
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第 1図 地 際振 後 第 4図 細 菌病様条斑

第2図  傷 からの発病

第 5図  葉 の壊死斑点

第6図 案 の脱水症状様病徴

第 3因  地 際部病徴内部
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は地際部および素にあらかじめ培養した分離菌を小昌

塗布し,そ の上を湿脱脂綿で被い,セ ,テ ープで固定

後ガラス温ま内においた。その結果分離菌体の内 九

rr2z 444屈菌の有修 ・無傷地際部を種区において,

4～ 5日後に自然発病と同―の病徴が再現され、かつ

菌が再分離された (第7図)。 また接tE 7～8日後、

上位ttに壊死的点が現われた。栞の接種区では,壊死

症状を示し、後に脱水症状様に枯死した。細由は有わ

接種においてのみ病原性がわすかJこ認められたものが

あったが、自然発病と同一病欲は打現されなかった。

3 分 離されたiスとⅢ仰 2712属 菌の形態と寄生性

供試した4仰 ″あ属菌の分生勉子は、 自然発病

の トマ ト地際部病班に形成されたものを用い.光学頭

微鏡下で 100個の分生ll子について分生砲子長 ・幅

足長 ・隔膜数等を計測した。分生胞子は基部淡褐色、

頂部は黒褐色で、石垣状多室であった。分生胞子長 3

15″的 .幅 128″ n,足 長68″ m 有 足胞子率

75%,隔 膜数 1～ 6で あった。これらの数値はGro

3anら の記載と一致するものであった。 (第1表)

分離菌をナスH千
両二号

"キ ュラリ
H四

養
"カ

ボチ

ャ
uえ

びす
"の

ヨおよび窯に安種したところjこ れら

に対 して病原性は認められなかった。

第 1表  分 生胞子の形態的比較

4 ト マ ト品種間の発病差異

トマト17品種を供まし,本 病に対する抵抗性品種の

選定を行った。 8月23B各 品種 トマト (本資 5～ 6枚

期)の 楽および茎に病原菌を無傷核種し,ガ ラス温望

内においた。接極10日後 。発病度を4段階に分け調査

した。

その結果
“
強力脚光

'4ポンテローザ"お
よびファー

ス ト系統の帰,覆が罷病とであり,“ 瑞健
'が

それに次

次いだ。その他の品種では接種部位にのみ福変が認め

られる程度で、病徴は進展しなかった (第2衰 )。 し

かしながら抵抗とと思われる品種でも,有 傷接種では

若子の病江進展が認められた。

第 2表  ト マ ト品種 と発病度 との関係

分離菌
イ″じと,,こ″とこ

ラ;を群,そ手押 っ
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i 薬 剤による防険
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本乗5～ 6枚期の
Ⅲ

強力脚光
"を

供試し,本 病に対

する葉剤の予防効果を調査した。3月 23日各種薬剤を

充分散布 し、 2時 間後薬剤が乾燥したのを確認して、

東および茎に病原菌を接種じガラス温室内においた。

接極法はあらかじめPDA培 地で培養した病原菌を増

地ごと小景塗布し,そ の上を泣lll脂綿で杖いセロテー

イで固定した。接種10日後に発偏度を4段略に分けて

調査した。

第 3表  茶 剤防除試験

2)ス ミレックス区の禁の発

病度は菜言と思われる。

考   察

1983年 、五条市の トマ トに、 勢帥 艇 楽に壊死西

点を伴う病言が発生 した。特にハウス栽培では発病株率

90%以 上 ,枯死株も多数認められ ,果実にも壊正をおこ

して問題となった。本病は病原菌の形態ならびに核極試

験によって, ス確"続  ″腕 筋 に 起囚す る病害

と判明した。本病は1975年 にR C cro留 ヤちに

よってStem cankerと して,ま たわが国では 1984

年に回上らによってアルターナリア喜枯病として報告さ

れている。病原菌については両者の見解か異なり,前

者はトマ トのみに病原性を有するところから, 次 加r

or7″rt7,s2け 。。2夕rSを,と生LH種 名を用いてい るが

後者は継代培養で容易に病原性が失われるところから,

■ ガ 4勢●F2 の トマ ト菌系 rめ 仰 つ″あo,籾

を用いることをtE案 している。本菌の病原性は宿主特異

的尊斉によることから
1'そ

の尊素生成能の矢活難身稜

で両者の意見が分かれたと思われ。本病の命名は今後の

問題であろう。

本病の全身病徴は一見. 拷 r皮"倣 ″ 幅菌による

半身妻凋病や,F rtarr2″1隠菌による芸凋病と類似す

る。葉における壊死斑点症状はモザイク肩と極似する。

また同じИ″ヶ″″′r2属菌による トマ ト輪蚊病の病徴と

比較 したところ,喜 の症状では輪紋が不明BFFで細菌病様

の条斑を生する点で異なりす実の正状も不正形で輸紋を

つくらず,脱 水症状様に枯死する点で畏なった。

本菌は供試した トマ ト,ナ ス。キュウリ,カ ポチャで

は トマ トのみに病原性を有した。その中でも
H強

力脚光
'

“
強力秀光

'“ ポンテ0-ザ "な
らびにファース ト系品

種 (k強 力えを
〔温霊ファース ト"Hフ ァースト

カ
)うヽ

罷病性であ った。その他の品種は抵抗とであったが,

その中間に位置す る干瑞健
"の

ような品種も認められ

た。本 県で発病を認めた品種は,ハ ウス、露地栽培の

強力脚光
"で

あった。この品題は育成の段階でファ
ースト系統を導入されておらす,フ ァースト系統以外

の品種での本病の発生,ならびに一般的な夏Fl露地作

型での発生は わ か国最初であると思われる。近年 ト

マ トは品質重視の傾向にあり,特 にハウス救培ではフ

ァ ース ト系統の品覆の増加が予想される。また露地作

型でファースト系統以外の品種にも発生を認めたとこ

ろか ら, 今後産地における本病の発生には注意を要す

る。 品 種更新時には、ファースト系統以外の品種でも

ネ病による感受性を明らかにし導入する必要がある。

接種試験の結実抵抗と品種の発病程度は軽く,そ の利

用効果は高いものと思われる。薬剤による防除試験の
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結果 ,ダ ヨ‐―ル,オ キシポル ドー等に予防効果が認

められた。こ抗性品種でも有傷接種では若子発肩が認

められたため、茅かき,誘 引等の作業の後にはこれら

の実剤による予防散布が必要である。

本病が本年特異的に多発した要因については不明な

点が多い。 しかしながら現地では
に

強力脚光
″

を10年

以上も裁培 し統けておりす単一品種の連作が本病発生

の大きな要因となっているものと思われる。Rt G

Cr。酔nら の試験結果によるとぅ病原菌は13か月以上

上壊中で生存 していた。 したがって発病固場は少 く

とも2年以上 トマ ト以外の作物を輪作する必要がある。

また育苗期の苗は発病が軽微で発見しにくく,現 地圃

場で高率に発生した原因として、育苗床で発病した苗

が本田へ持ち込まれた可能性が考えられた。

以上の結果からネ肩の防除には,輪 作,抵 抗性品種

の利用に加え,床 上の消毒す育苗期本回期を通じて薬

剤のコ労散布が必要であると酌 れる。 今 後本病の発生

生島 県内他産地および他作型での発生の確.7等調査

を続行 したい。

摘   要

二条市の施設 ・層地 トマ ト,品 種
(強

力脚光
"に

スrrタルzヵ  ″rr夕″″ね ょるアルタナリア芸枯病が

発生 し,大 きな被告を与えたので防除対策を中心に

検討 した。

1・室の病徴は主として地際部に発生 し,ゃ ゃ陥

没 した大型不正形の黒色病妊となる。

2 業 の病徴は地際部病徴側の上～中位素に発生

し,壊 Z重 点を全面に生ずる。

3 ト マ トのみに病原とを有 し, ファース ト系統

品種ならびに強力脚光が羅病性であった。

4.TPN,ォ キシン銅剤による予防散布が有効

であった。
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